
　萩の早春の風物詩・松本川の河
口で行われるしろ魚漁。四つ手網
といわれる伝統的漁法で、竹を交
差させきめ細かな網で産卵のため
遡上するしろ魚をすくう。毎年、
０．５トン程度しか獲れない珍重
な魚である。しろ魚は、河口に生
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ふるさとの早春
　　しろ魚の四つ手網漁

息するハゼ科の体長５センチ程度
の小魚である。シラウオ科の「し
らうお」とは別種類である。食べ
方は、生きたまますいち（酢醤油）
につけて食べるおどり食いが最も
珍味で、市民や観光客に喜ばれて
いる。

（１）

　 春 の 訪 れ と と も に
し ろ 魚 ま つ り

と　き　３月 10 日（日）午前 10 時〜
ところ　ＪＲ山陰本線東萩駅前広場
内　容　 四つ手網漁の実演、しろ魚おどり食
い試食会・即売会、しろ魚雑炊販売、郷土芸
能披露など
問い合わせ　萩市観光協会（０８３８・　　
　　　　　　25・１７５０）

　４月 10 日までのしろ魚漁期間中、萩市内の料理
店、レストラン、旅館などでしろ魚料理が味わえる。
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（２）

「
菜
の
花
ま
つ
り
」

　
萩
の
玄
関
口
「
萩
有
料
道
路
」

沿
い
に
黄
色
い
じ
ゅ
う
た
ん
が

広
が
る
。
家
族
そ
ろ
っ
て
の
記

念
写
真
や
弁
当
を
囲
む
多
く
の

市
民
ら
で
に
ぎ
わ
う
。
懐
か
し

い
田
園
風
景
が
蘇
る
。

と　

き　

３
月
31
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　

萩
有
料
道
路
沿
線
及

び
料
金
所

内　

容　

菜
の
花
ウ
ォ
ー
ク
、

菜
の
花
子
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
大

会
、
菜
の
花
広
場
、
特
産
品
市

な
ど

「
桜
ま
つ
り
」

　

サ
ク
ラ
の
名
所
「
指
月
公

園
」。
園
内
を
所
狭
し
と
咲
き

誇
る
薄
桃
色
の
花
の
見
物
は
い

か
が
。
今
年

初
め
て
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
。

春
を
満
喫
！

と　

き　

４
月
７
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　

容　

郷
土
芸
能
披
露
、
の

ど
自
慢
大
会
、
ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど

「
牡
丹
ま
つ
り
」

　

大
輪
の
花
を
付
け
る
牡
丹
。

指
月
公
園
内
に
広
が
る
牡
丹
園

で
の
イ
ベ
ン
ト
。
初
開
催
の
牡

丹
ま
つ
り
へ
お
出
か
け
を
！

と　

き　

５
月
３
日
（
金
）
〜

５
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
午

後
５
時

と
こ
ろ　
指
月
公
園

内　

容　

牡
丹
苗
の
販
売
、
郷

土
芸
能
披
露
ほ
か

「
萩
・
夏
み
か
ん
ま
つ
り
」

　

萩
特
有
の
香
り
「
夏
み
か

ん
」。
土
塀
と
白
い
花
と
の
取

り
合
わ
せ
は
、萩
の
顔
。
甘
酸
っ

ぱ
い
香
り

に
包
ま
れ
て
の
イ
ベ
ン
ト
参
加

は
い
か
が
。

と　

き　

５
月
12
日
（
日
）、

19
日（
日
）
　
午
前
10
時
〜
午
後
５

時と
こ
ろ　
萩
城
下
町

内　

容　

夏
み
か
ん
広
場
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
長
州
骨
董

市
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
特
産

品
市

　

春
と
言
え
ば
、
や
は
り
「
酒

に
、肴
に
、サ
ク
ラ
の
花
び
ら
」。

今
回
は
、
自
然
い
っ
ぱ
い
の
萩

周
辺
で
、
数
あ
る
名
所
の
中

か
ら
選
り
す
ぐ
っ
た
新
鮮
な
サ

ク
ラ
情
報
を
お
届
け
し
ま
し
ょ

う
。

　
ま
ず
、萩
の
名
所
と
言
え
ば
「
指

月
公
園
」
に
「
笠
山
」。
指
月

公
園
に
は
、
現
在
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
中
心
に
八
重
ザ
ク
ラ
な
ど

約
６
０
０
本
が
植
栽
。
シ
ー
ズ

ン
に
は
「
観
光
客
が
、
ほ
ろ
酔

い
気
分
の
多
く
の
市
民
を
縫
っ

て
の
史
跡
見
学
」
と
い
っ
た
一

風
変
わ
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
。
こ
こ

は
、
萩
に
関
係
の
あ
る
方
で
あ

れ
ば
、
十
分
ご
承
知
の
こ
と
と

拝
察
。
で
あ
る
が
！
、
こ
こ
に

は
め
ず
ら
し
い
サ
ク
ラ
が
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
か
。
そ
の
名
も

「
ミ
ド
リ
ヨ
シ
ノ
」。
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
ま
た
は
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
系

の
一
種
で
、
萩
が
原
産
。
志
都

岐
神
社
狛
犬
の
真
後
ろ
に
樹
齢

１
０
０
年
を
超
え
る
と
言
わ
れ

る
樹
勢
の
素
晴
ら
し
い
サ
ク
ラ

が
、
そ
れ
。
開
花
時
期
は
、
一

般
的
な
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
よ
り
や

や
遅
く
、
花
の
色
は
白
。
緑
の

若
葉
に
映
え
、一
見
薄
緑
色
（
ナ

シ
の
木
の
よ
う
）
に
見
え
る
の

が
こ
の
花
の
特
徴
。
こ
こ
の
他

全
国
で
、
市
内
江
向
に
あ
る
山

口
銀
行
社
宅
の
２
本
の
み
。

　

続
い
て
笠
山
。
開
花
時
期
、

笠
山
に
は
樹
齢
１
０
０
年
以
上

の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
や
八
重
ザ
ク

ラ
な
ど
約
１
５
０
本
が
咲
き
み

だ
れ
る
。
最
近
で
は
、
話
題
性

で
す
そ
の
に
広
が
る
椿
の
花
に

や
や
押
さ
れ
気
味
（
？
）
の
感

も
あ
る
が
、
や
は
り
時
期
に
は

大
変
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。

萩
ガ
ラ
ス
工
房
付
近
か
ら
山
頂

に
か
け
て
の
登
山
道
、
ま
た
山

頂
火
口
付
近
の
も
の
は
「
す
っ

ば
ら
し
い
」
の
一
言
。
お
出
か

け
に
な
ら
れ
て
は
い
か
が
。
た

だ
し
、
市
内
中
心
部
か
ら
は

少
し
距
離
が
あ
る
の
で
、
花
見

気
分
で
の
車
の
運
転
に
は
要
注

意
。

　

そ
し
て
最
後
は
、
市
内
沖
原

の
南
明
寺
イ
ト
ザ
ク
ラ
。
俗
に

「
南
明
寺
の
糸
桜
、
散
っ
ち
ゃ

あ
、
い
っ
ち
ゃ
あ
、
み
ち
ゃ
あ

あ
っ
て
も
、咲
い
ち
ゃ
あ
、い
っ

ち
ゃ
あ
、
み
ち
ゃ
あ
な
い
」（
開

花
時
期
が
他
の
サ
ク
ラ
よ
り
や

や
早
い
た
め
）
と
歌
わ
れ
、
古

く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
花
見

の
名
所
。
現
在
は
、
南
明
寺
の

参
道
に
巨
樹
４
本
だ
け
が
残
っ

て
お
り
、
毎
年
美
し
い
花
を
付

け
て
い
る
。

　
以
上
が
萩
市
内
。

　

併
せ
て
、
今
回
は
萩
市
周
辺

の
サ
ク
ラ
名
所
も
特
別
に
ご
紹

介
し
ま
し
よ
う
。

〔
川
上
村
・
武
井
谷
緑
の
村
キ
ャ

ン
プ
場
〕

　

市
内
か
ら
車
で
約
20
分
（
阿

武
川
ダ
ム
か
ら
５
分
）。
樹
齢
10

年
か
ら
20
年
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

八
重
ザ
ク
ラ
、
ヨ
シ
ノ
ザ
ク
ラ

な
ど
約
２
０
０
０
本
が
咲
き
並

ぶ
。
キ
ャ
ン
プ
場
に
あ
る
の
で
、

春
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
は
大
変

な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。

〔
旭
村
・
明
木
小
学
校
上
道
路

公
園
〕

　
樹
齢
20
年
前
後
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
を
中
心
に
約
40
本
。
開
花

時
期
に
は
、
国
道
２
６
２
号
沿

い
に
あ
る
の
で
、
萩
市
を
訪
れ

る
観
光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
て
い
る
。
地
元
の
花
見
の

名
所
。
駐
車
場
も
30
台
ほ
ど
あ

る
。

〔
福
栄
村
・
羽
賀
台
〕

　

標
高
３
１
１
メ
ー
ト
ル
の
台

地
。
毛
利
敬
親
の
頃
、
大
操
連

を
行
っ
た
所
と
し
て
知
ら
れ

る
。
昭
和
41
年
に
植
栽
さ
れ
た

サ
ク
ラ
約
２
０
０
本
。
サ
ク
ラ

と
こ
の
台
か
ら
の
眺
め
の
取
り

合
わ
せ
は
バ
ツ
グ
ン
。
多
く
の

花
見
客
が
訪
れ
る
。

〔
む
つ
み
村
・
伏
馬
山
〕

　

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
八
重
ザ

ク
ラ
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
約

１
０
０
０
本
。
樹
齢
は
お
よ

そ
10
年
。
む
つ
み
村
の
中
心

地
か
ら
車
で
３
分
。
こ
ん
も

り
形
の
か
わ
い
い
伏
馬
山
を
、

１
０
０
０
本
も
の
サ
ク
ラ
が
ピ

ン
ク
に
染
め
る
。

〔
須
佐
町
・
久
原
園
地
〕

　
国
道
１
９
１
号
か
ら
景
勝
地

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
に
向
か
う
途

中
。
昭
和
63
年
の
山
口
県
植
樹

祭
が
開
催
さ
れ
た
際
に
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
を
中
心
に
約
３
０
０

本
植
栽
。
公
園
整
備
も
さ
れ
た

名
所
で
、
家
族
連
れ
の
見
物
者

で
に
ぎ
わ
う
。

春だ、イベント　花満開！
さぁ〜く〜ら〜　ちゃんちゃんちゃんサァ〜ク〜ラ〜

- 萩・花ごよみ -　サクラ情報一挙公開

萩
・
花
ご
よ
み

　
イ
ベ
ン
ト
情
報

広
域
サ
ク
ラ
情
報

萩 椿まつりと詩人「金子みすゞ」の世界 4 日間

☎（06）348-0571

出発日：3/16（土）  処女航海・23（土） 22,000 円より
旅 の ポ イ ン ト

❶ 薄幸の詩人「金子みすゞ」ゆかりの地を探訪
❷ 萩笠山の椿まつり見学（2 万 5 千本の椿の群生）
❸ 萩本陣の夕食は、ふく天ぷら、唐揚げ食べ放題
❹ 山口県の見所いっぱいの観光名所を巡る
❺ 瀬戸内海最大の新造船クルーズ（3/16 発は処女航海）
●添乗員同行　●最少催行人員 30 名　●フェリー等級変更差額 | 
 （片道・小人半額）1 等　5,600 円　2 等指定 B　2,400 円 ※小人 1,500 円割引き

宿泊区分 旅行代金
27,000 円2 名一室
25,000 円3 名一室
22,000 円4 名一室

■神戸発着3泊4日（旅館1泊、船中2泊・食事/朝1回・昼1回・夕1回） 
　　　　　神戸六甲アイランド港（18：00発）　　　　　2等 
　　　　　　　　　　〈クルージングをお楽しみ下さい。神戸港の夜景・明石大橋・瀬戸大橋〉（船中泊） 
　　　新門司港（6：30着）　  　　秋吉台　　仙崎（青海島）〈金子みすゞゆかりの地を探訪〉　  萩（昼食） 
　　笠山〈椿まつり〉　  東光寺　　松陰神社　　萩（泊） 
萩市内観光〈武家屋敷・萩城跡・萩焼窯元など〉  　津和野〈殿町通りなど〉　  山口市〈瑠璃光寺五重の塔〉 
　　小郡　　新門司港（18：40発）　　　　〈2等〉　　　　（船中泊） 
　　　神戸六甲アイランド港（7：10着）着後解散 

1

2

3
4
お申込み
お問い合わせは… 〒 530  大阪市北区梅田 1-11　大阪駅前第 4 ビル B1

お問い合わせ先
　JR 西日本営業部
　　　商品企画
☎（06）375-8945

ご利用期間：平成8年3月9日（土）から平成8年5月31日（金）まで
発売期間：平成8年5月26日（水）まで

きっぷの内容：発着駅から小郡駅間の往復を新幹線ひかり号またはこだま号の普通
車指定席を利用し、小郡駅からは萩・津和野を含む自由周遊区間内
を自由に乗り降りできるきっぷです。　有効期間は 3 日間です。

●新幹線ひかり号（又はこだま号）と山口線を乗り継いで、小京都　萩・津和
野を訪れ、出発当日参加者だけに渡される『オリジナル・ミステリーブック』

（もちろん金田一少年が登場）を読みがなら、町全体に仕掛けられているさま
ざまな謎を解いていくというものです。

お
ね
だ
ん

大阪市内

おねだん お と な
24,200 円

23,800 円神戸市内

こ ど も
12,100 円

11,900 円

おとな 1 人 + こども 1 人
34,500 円

34,000 円

発着駅

●このツアーに参加していただくため、萩・津和野エリアを自由に乗り降りで
きる “萩・津和野ミステリーきっぷ” と、列車とお宿がセットになったさらに
便利でおトクな旅行プランも発売しています。

南 明 寺 の イ ト ザ ク ラ

指月公園にあるミドリヨシノ



は
、
近
年
ど
ん
ど
ん
開
発
さ
れ

対
照
的
な
町
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
先
も
萩
が
こ
う
し
た
貴
重
な

地
と
し
て
守
り
続
け
ら
れ
る
こ

と
を
強
く
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
北
海
道
岩
見
沢
市 

倉
増
源
一

　
萩
の
郵
便
局
が
移
転
す
る
記

事
等
を
見
て
、
変
わ
り
行
く
様

子
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
懐
か
し

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。

　

紙
面
で
は
、
今
年
の
正
月
号

の
菊
屋
家
門
松
の
表
紙
や
温
泉

情
報
な
ど
は
特
に
印
象
的
で
し

た
ね
。

　

私
は
、
萩
の
お
隣
の
む
つ
み

村
が
出
身
で
す
が
、
学
生
生
活

は
萩
で
送
っ
て
い
ま
し
た
。
で

す
か
ら

萩
は
、
今
で
も
故
郷
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
数
少
な
い
所
で

す
。
こ
れ
か
ら
先
も
懐
か
し
く

思
え
る
地
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

　

兵
庫
県
神
戸
市　

小
野
洋
子

（
故
末
成
頼
春
）む
つ
み
村
出
身

　

今
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の

鎌
倉
情
報
、
ま
た
鎌
倉
広
報
紙

等
で
の
萩
情
報
と
双
方
楽
し
め

る
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

　

紙
面
で
は
、
湯
川
家
の
整
備

の
話
題
が
特
に
印
象
的
で
、
昔

を
懐
か
し
く
思
い
出
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
歴
史
と
観
光
で

更
に
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　

萩
を
出
た
私
た
ち
に
は
、
萩

へ
向
か
う
道
す
が
ら
の
「
六
本

松
と
鉄
橋
、
そ
し
て
指
月
山
」

が
何
と
も
言
え
な
い
心
の
風
景

な
ん
で
す
よ
ね
。
き
っ
と
、
萩

に
縁
の
な
い
方
で
も
、
心
を
打

た
れ
る
景
色
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。

神
奈
川
県
鎌
倉
市　

堀
春
男

（
川
島
出
身
）

（３）

　
ふ
る
さ
と
に
残
し
た
親
御
さ

ん
の
健
康
や
毎
日
の
暮
ら
し
を

気
に
し
て
い
る
人
も
多
い
で

し
ょ
う
。
何
か
の
時
に
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ひ
と
り
暮
ら
し
や
寝
た
き
り

な
ど
、
日
常
生
活
に
支
障
の
あ

る
お
年
寄
り
の
家
庭
は
食
事
、

入
浴
、
通
院
な
ど
の
介
護
、
ま

た
買
い
物
、
洗
濯
、
掃
除
、
調

理
な
ど
の
家
事
に
つ
い
て
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
福
祉
事
務
所
が
行
う
こ
の
公

的
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
金
は
所

得
に
応
じ
て
一
時
間
当
た
り

２
５
０
円
か
ら
９
０
０
円
で
、

低
所
得
者
は
無
料
で
す
。

　
公
的
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

は
年
齢
65
歳
以
上
と
か
障
害
者

手
帳
の
あ
る
人
と
い
っ
た
条
件

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
萩
在
宅
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
・
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
協

会
に
頼
め
ば
年
齢
や
資
格
に
制

限
が
無
く
、
誰
で
も
公
的
サ
ー

ビ
ス
と
同
じ
内
容
の
在
宅
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
ち
ら
の
料
金
は
、
一
律
に

１
時
間
当
た
り
昼
間
の
家
事
が

８
５
０
円
、
介
護
１
１
５
０
円
、

夜
間
は
家
事
１
０
５
０
円
、
介

護
１
４
５
０
円
と
な
り
ま
す
。

　

パ
ー
ル
ラ
イ
フ
協
会
は
、
萩

市
内
だ
け
で
な
く
旭
、
川
上
、

福
栄
、
阿
武
の
隣
接
町
村
ま
で

ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
家
族
の
お

世
話
に
つ
い
て
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
気
軽

に
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
協
会

(

０
８
３
８・
２
６・
６
４
８
８)

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
パ
ー
ル
ラ
イ
フ
協
会
で

は
一
口
２
０
０
０
円
で
活
動
を
支

援
す
る
賛
助
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
を

　
　
　

留
守
宅
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

「
中
学
校
の
統
廃
合
問
題
」
な

ど
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
ま
し

た
。
現
在
、
主
人
の
仕
事
の
関

係
で
沖
縄
へ
来
て
20
年
に
な
り

ま
す
が
、
こ
こ
も
萩
と
は
違
っ

た
素
晴
ら
し
い
環
境
で
す
。
コ

バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
海
と
強
い
太

陽
の
日
差
し
、
そ
し
て
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
の
林
な
ど
、
是
非
萩
の

多
く
の
方
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し

い
で
す
ね
。
ま
た
、
厚
い
人
情

も
こ
こ
の
特
徴
で
し
ょ
う
か
。

　

希
望
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
毎
月
発
行

さ
れ
る
く
ら
い
に
な
れ
ば
嬉
し

い
で
す
ね
。
萩
発
の
真
新
し
い

新
鮮
な
情
報
が
随
時
手
に
入
る

こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
。
萩
発

の
情
報
源
と
し
て
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

沖
縄
県
那
覇
市　

山
根
英
子

（
土
原
１
区
出
身
）

　
よ
そ
か
ら
の
友
人
等
と
い
っ

し
ょ
に
城
下
町
を
歩
く
と
、
情

緒
が
あ
っ
て
本
当
に
素
晴
ら
し

い
と
感
じ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先

も
、
こ

う
し
た

貴
重
な

財
産
を

残
さ
れ

る
よ
う

お
願
い

し
た
い

で
す
ね
。

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
萩
の

情
報
源
と
し
て
活
用
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
お
店
の
紹
介
等
は

フ
ァ
イ
ル
し
て
残
し
て
い
る
程

で
す
。
旅
行
先
で
、
萩
に
関
係

の
お
店
だ
と
身
近
に
感
じ
ら
れ

ま
す
し
、
何
よ
り
入
り
や
す
い

で
す
よ
ね
。

　

宮
城
県
石
巻
市　

小
池
佳
代

子
（
土
原
出
身
）

　

で
す
か
ら
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
私
た
ち
が
萩
の
こ
と
を
知

る
唯
一
の
手
段
で
す
。
紙
面

は
、
書
道
を
嗜
む
た
め
文
化
面

で
の
記
事
を
楽
し
み
に
見
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
情
報
ア
ラ
カ

ル
ト
内
の
萩
焼
個
展
等
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
で
す
。
メ
モ
し
て
出

来
る
限
り
出
掛
け
て
い
ま
す
。

後
は
、
萩
の
映
画
祭
に
関
す
る

記
事
も
良
か
っ
た
で
す
ね
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
も
萩
で
継
続
し
て

開
催
さ
れ
る
よ
う
祈
っ
て
い
ま

す
。

　
関
西
と
中
京
地
区
の
同
期
生

で
毎
年
同
窓
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
時
は
、
思
う
存
分

萩
に
つ
い
て
話
し
合
え
る
楽
し

い
一
時
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

情
報
が
役
立
つ
時
で
も
あ
り
ま

す
。「
静
か
な
萩
」
が
こ
れ
ま

で
の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
、
道

路
整
備
等
発
展
す
る
事
を
た
の

も
し
く
も
思
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
一
宮
市　
坂
本
喜
多
子

　

当
時
、
山
口
県
か
ら
１
１
０

戸
の
移
住
の
内
、
約
３
分
の
１

は
萩
か
ら
と
伝
え
ら
れ
、
現
在

も
萩
に
関
係
の
あ
る
方
が
た
く

さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
私
も
父
方

が
出
身
で
、
何
度
か
訪
れ
た
こ

と
が
あ
り
、
萩
は
身
近
に
感
じ

ら
れ
る
故
郷
の
一
つ
で
す
。

　

今
、
岩
見
沢
市
の
山
口
県
人

会
の
お

世
話
を

し
て
い

ま

す

が
、
今

月
に
は

北
海
道

内
を
統

一
し
た
組
織
に
し
よ
う
と
現
在

初
会
合
の
準
備
中
で
す
。
結
成

後
は
、
そ
の
縁
が
更
に
深
く
な

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
全
国
を
見
て
思
う
こ
と
で
す

が
、
萩
は
昔
の
ま
ま
の
姿
を
町

全
体
が
残
し
て
い
る
数
少
な
い

所
だ
と
思
い
ま
す
。
岩
見
沢
市

所
は
、緑
豊
か
で
市
民
の
憩
い
の

地「
田
床
山
」。一
生
の
記
念
に
、ま

た
郷
土
萩
を
緑
い
っ
ぱ
い
で
埋
め

尽
く
す
た
め
に
も
、自
分
だ
け
の

木
を
植
栽
し
て
み
ま
せ
ん
か
。内

容
は
、次
の
と
お
り
。

植
栽
期
日　
４
月
29
日（
日
）　
み

ど
り
の
日

対
象
者　

植
栽
当
日
に
来
萩
で

き
る
人
又
は
在
住
市
民
が
身
内

縁
者
と
し
て
代
理
植
栽
で
き
る

人植
栽
樹
種　

ク
ヌ
ギ
、
ホ
ウ
ノ

キ
、
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、
カ
ツ
ラ
、

夏
椿
、
コ
ブ
シ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、

イ
チ
ョ
ウ
、
ヤ
マ
モ
モ

植
栽
場
所　

萩
市
田
床
山
市
民

の
森

植
栽
管
理
費　

１
本
に
つ
き

５
０
０
０
円
を
植
栽
後
に
負
担

応
募
締
切
り　
３
月
29
日
（
金
）

先
着
50
人

応
募
要
領　

は
が
き
か
封
書
に

植
栽
理
由
（
記
念
内
容
）、
希

望
樹
種
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
郵
便
番
号
７
５
８
山

口
県
萩
市
江
向
５
１
０
番
地

萩
市
役
所
農
林
課
内
「
人
生

記
念
の
森
造
成
事
業
」
係

（
０
８
３
８・
２
５・
３
１
３
１
）

へ

わ・た・し　　だ け の
モ ニ ュ メ ン ト
人生の節目に郷土萩へいかが！

　
人
生
の

節
目
、例

え
ば
結
婚 

・入
学・金

婚
式
。こ

う
し
た
人

生
の
節
目

の
日
の
記

念
に
、郷

土
萩
で
の

記
念
植
樹

は
い
か
が

で
し
ょ
う

か
。

　
植
栽
場

　
「
昭
和
40
年
頃
、
京
都
で
ボ

ウ
リ
ン
グ
場
を
経
営
す
る
予
定

で
土
地
を
購
入
し
ま
し
た
が
、

ボ
ウ
リ
ン
グ
景
気
も
下
降
気
味

で
一
頓
挫
し
て
い
ま
し
た
。
丁

度
そ
の
時
、
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
内
で
パ
チ
ン
コ
を
や
る
誘

い
を
受
け
、
当
時
ま
だ
市
民

権
の
な
か
っ
た
パ
チ
ン
コ
に
そ

れ
こ
そ
命
を
賭
け
て
始
め
ま
し

た
。」
と
当
時
を
振
り
返
ら
れ

る
。

　

現
在
、
阪
神
地
区
に
喫
茶
店

や
遊
戯
場
「
子
供
の
国
」
な
ど

を
経
営
し
て
お
ら
れ
る
新
橋
代

表
取
締
役
で
あ
る
。

　
「
娯
楽
産
業
と
し
て
市
民
権

を
得
て
、
伸
び
て
い
く
の
は
喜

ば
し
い
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

昔
人
間
の
私
に
は
映
像
の
ノ
ウ

ハ
ウ
は
分
か
ら
ず
大
変
苦
労
し

て
い
ま
す
」
と
「
こ
れ
か
ら

は
、
老
境
に
は
い
る
の
で
、
仕

事
は
若
い
人
に
任
せ
て
余
生
を

送
り
た
い
も
の
で
す
」
と
い
わ

れ
る
日
隈
さ
ん
だ
が
、
柔
道
で

鍛
え
ら
れ
た
体
は
カ
ク
シ
ャ
ク

と
し
、
色
艶
の
良
い
顔
を
ほ
こ

ろ
ば
さ
れ
る
。
萩
商
時
代
、
正

課
で
始
め
た
柔
道
は
、
現
在
六

段
。「
体
は
小
柄
だ
け
ど
子
供

の
頃
、
陸
上
で
鍛
え
た
足
腰
が

役
に
立
っ
た
」
と
。

　
「
小
さ
い
頃
か
ら
馬
が
好
き

で
本
気
で
将
来
馬
車
引
き
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
」

と
笑
っ
て
話
さ
れ
る
日
隈
さ
ん

は
、
Ｊ
Ｒ
Ａ
京
都
馬
主
会
の
常

務
理
事
も
務
め
て
お
ら
れ
る
。

　

現
在
、
約
百
頭
の
オ
ー
ナ
ー

で
あ
り
、
馬
の
名
前
に
す
べ
て

「
ハ
ギ
ノ
」
が
冠
に
つ
い
て
い

る
。

　
「
ハ
ギ
ノ
ト
ッ
プ
レ
デ
ィ
ー
」

や
「
ハ
ギ
ノ
カ
ム
イ
オ
ー
」
は

競
馬
フ
ァ
ン
に
は
忘
れ
ら
れ
な

　
萩
出
身
で
関
西
に
関
わ
り
の
あ
る
人
な
ら
一
度
は
名
前
を

聞
い
た
こ
と
の
あ
る
「
日
隈
」
さ
ん
。
萩
へ
の
思
い
を
託
さ

れ
て
、
苗
木
を
寄
贈
さ
れ
た
萩
往
還
梅
林
園
で
は
、
薄
紅
色

の
花
が
満
開
と
な
り
、
ほ
の
か
な
香
り
に
包
ま
れ
て
い
る
。

市
民
権
を
得
た

娯
楽
産
業
に
全
力
を
傾
け
る

い
名
馬
で
あ
ろ
う
。

　
日
隈
さ
ん
の
萩
を
思
わ
れ
る

気
持
ち
は
強
く
、
梅
の
苗
木
の

寄
贈
の
ほ
か
、
毎
年
七
月
萩
市

で
開
催
さ
れ
る
「
日
隈
旗
争
奪

萩
近
郊
柔
道
大
会
」
は
、
昭
和

四
十
六
年
か
ら
続
け
ら
れ
、
毎

回
二
百
人
余
り
が
参
加
し
て
い

る
。
ま
た
、
現
在
、
山
口
県
同

郷
会
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
後

進
の
指
導
、
助
言
に
あ
た
っ
て

お
ら
れ
る
。

　
「
萩
出
身
と
い
う
こ
と
で
尊

敬
の
眼
差
し
で
見
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
郷
土

萩
の
先
人
の
方
々
の
数
々
の
業

績
が
、
全
国
で
認
め
ら
れ
て
い

る
お
陰
と
あ
り
が
た
く
思
い
ま

す
」「
萩
は
観
光
ブ
ー
ム
で
昔

の
静
け
さ
が
失
わ
れ
て
寂
し
い

気
も
し
ま
す
が
歴
史
的
な
町
並

み
や
恵
ま
れ
た
自
然
、
そ
こ
に

住
む
人
々
の
人
情
な
ど
萩
ら
し

さ
は
い
つ
ま
で
も
残
し
て
欲
し

い
」
と
話
さ
れ
る
。

（
日
隈
広
吉
氏
）

大
正
十
年
五
月
二
十
五
日
生
、

七
十
四
歳
。
萩
商
業
昭
和
十
四

年
卒
。
大
阪
府
箕
面
市
在
住
。

日　隈　広　吉さん

　

遠
い
ふ
る
さ
と

　
　
な
つ
か
し
い
萩
を
想
う

　
鎌
倉
市
へ
移
り
、
も

う
30
年
が
過
ぎ
た
で

し
ょ
う
か
。

　
昨
年
暮
れ
、
他
界
し

た
父
が
い
つ
も
楽
し
み

に
見
て
い
ま
し
た
。

　
私
が
、
北
海
道
へ
の
士

族
移
住
以
来
４
代
目
に
な

り
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
萩
は
、
離
れ

て
そ
の
良
さ
が
分
か
る
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

　
萩
を
離
れ
て
30
年
に
な

り
ま
す
が
、

　
遠
く
離
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
な
か
な
か
萩

へ
は
帰
れ
ま
せ
ん
。



あ
の
味
が

　
　
忘
れ
ら
れ
な
い

懐
か
し
の

　
お
も
ち
ゃ
が
並
ぶ

少
年
時
代
の

　
夢
が
詰
ま
っ
た
店

　

あ
な
た
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
て
い
る

　
　
　
懐
か
し
い　
ふ
る
さ
と
の
香
り

　

ミ
ヨ
シ
ノ
模
型　

　
　
　
萩
市
古
萩
町
（
渡
り
口
）

　
少
年
時
代
に
よ
く
行
っ
た
あ
の
店
、
学
生
時
代
に

通
っ
た
こ
の
店
、
ま
た
、
ま
ち
の
顔
だ
っ
た
あ
の
建

物
な
ど
、
ふ
る
さ
と
萩
を
語
る
と
き
に
は
必
ず
話
題

に
の
ぼ
る
懐
か
し
い
思
い
出
。
そ
ん
な
思
い
出
の
あ

る
店
や
建
物
が
、
今
も
萩
市
に
は
残
っ
て
い
る
。

少
年
時
代
や
学
校
帰
り
に

　
　
　
寄
っ
た
あ
の
店　
こ
の
店

　

店
内
に
、
ス
ケ
ー
ル
も
の
と

い
わ
れ
る
設
計
図
を
元
に
材
料

か
ら
組
み
立
て
ら
れ
た
模
型
を

は
じ
め
プ
ラ
モ
デ
ル
が
所
狭
し

と
並
ん
で
い
る
萩
市
古
萩（
渡

り
口
）の
ミ
ヨ
シ
ノ
模
型
は
昭
和

23
年
に
開
業
。

　
「
戦
後
、
模
型
エ
ン
ジ
ン
（
飛

行
機
な
ど
）
が
流
行
し
た
頃
、

自
動
車
に
模
型
を
積
ん
で
エ

ン
ジ
ン
音
を
大
き
く
響
か
せ

市
内
を
宣
伝
し
て
ま
わ
っ

た
り
、
学
校
の
グ
ラ
ン
ド

で
（
ユ
ウ
コ
ン
飛
行
機
の
）

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
。デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
の
場
に
は
人
の
輪
が
で

き
る
ほ
ど
の
人
気
で
し
た
」

と
主
人
の
三
好
敬
太
郎
さ

ん
（
61
歳
）。
か
つ
て
は
、

店
は
学
校
帰
り
の
生
徒
で

あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
夏
休
み

に
は
工
作
の
材
料
を
買
い

に
来
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
よ
く
見
か
け
ら
れ
た
。

い
ま
は
、フ
ァ
ミ
コ
ン
ブ
ー

ム
の
た
め
か
以
前
ほ
ど
子

ど
も
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
寂
し
さ
を
感

じ
さ
せ
る
。
そ
れ
で
も
、

萩
を
離
れ
た
年
配
の
人
は
、

帰
省
時
に
は
子
ど
も
連
れ

で
懐
か
し
そ
う
に
店
を
訪

　
　
古
川
商
店

　
　
　
　
　
萩
市
吉
田
町

　

店
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る

と
、
ス
ー
ッ
と
子
ど
も
に
返
っ

た
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
て
し
ま

う
萩
市
吉
田
町
の
古
川
商
店
。

店
内
に
は
、
子
ど
も
の
頃
に
遊

ん
だ
こ
ま
、
メ
ン
コ
、
竹
ト
ン

ボ
、
お
面
な
ど
懐
か
し
の
お
も

ち
ゃ
が
並
ん
で
い
る
。

　
「
数
年
前
ま
で
は
、
ブ
リ
キ

の
お
も
ち
ゃ
な
ど
も
っ
と
品
数

も
揃
っ
ち
ょ
っ
た
が
、
観
光

客
が
買
っ
て
行
っ
ち
ゃ
っ
た
い

ね
。
今
は
、
問
屋
に
も
な
く
仕

入
れ
が
で
き
ん
そ
い
ね
」
と
、

語
っ
て
く
れ
る
の
は
古
川
マ
サ

ヨ
さ
ん
94
歳
。
こ
の
古
川
商
店
、

懐
か
し
の
お
も
ち
ゃ
が
あ
る
と

の
こ
と
で
週
刊
誌
や
テ
レ
ビ
で

紹
介
さ
れ
た
。
店
内
の
配
置
も
、

昭
和
６
年
の
開
店
以
来
変
わ
っ

て
い
な
い
。
仕
入
れ
先
と
の
付

き
合
い
も
70
年
に
な
る
。

　
懐
か
し
い
お
も
ち
ゃ
の
数
が

少
な
く
な
っ
た
と
は
い
え
、
取

材
に
行
っ
た
と
き
も
60
年
も
前

の
模
型
飛
行
機
が
あ
っ
た
。
そ

の
紙
袋
に
は
「
文
部
省
制
定　

国
民
学
校
初
等
科
第
六
学
年
滑

空
機
（
模
型
航
空
機
）」
と
書

い
て
あ
る
。
マ
ニ
ア
に
は
応
え

ら
れ
な
い
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
模
型

も
東
京
の
学
生
が
既
に
買
っ
て

お
り
、
売
約
品
で
あ
る
。

　

時
代
と
共
に
、
お
も
ち
ゃ

も
新
し
い
物
ば
か
り
と
な
っ
た

が
、
学
校
教
育
の
中
で
も
子
ど

も
た
ち
に
昔
の
遊
び
を
体
験
さ

せ
よ
う
と
、
古
川
商
店
に
注

文
が
３
年
前
よ
り
あ
る
と
の
こ

う
ど
ん
・
そ
ば
の
安
兵
衛

　
　
　
　
　
萩
市
東
田
町

れ
る
そ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
店
は
、
前
述
し
た
ス

ケ
ー
ル
も
の
の
販
売
が
店
の
特

徴
で
、
そ
の
材
料
を
扱
う
こ
と

で
、
プ
ラ
モ
デ
ル
は
そ
れ
に
付

随
し
て
き
た
も
の
と
主
人
。

　
「
既
製
品
の
も
の
で
は
な
く
、

手
作
り
の
良
さ
を
味
わ
っ
て
ほ

し
い
し
、
創
造
力
が
養
わ
れ
る

は
ず
」
と
力
説
。

　

萩
出
身
の
人
は
、
う
ど
ん
と

言
え
ば
「
安
兵
衛
」
を
思
い
出

す
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
萩
市
東

田
町
の
萩
光
塩
学
院
斜
め
前
に

あ
る
安
兵
衛
は
、
う
ど
ん
・
そ

ば
の
店
と
し
て
昭
和
３
年
の
開

業
以
来
、
今
も
変
わ
ら
な
い
味

と
店
構
え
で
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
の
名
物
は
、
何
と
い
っ

て
も
カ
レ
ー
う
ど
ん
と
女
主
人

の
き
っ
ぷ
の
良
さ
。

　

カ
レ
ー
う
ど
ん
は
、
市
内
海

産
物
屋
か
ら
買
い
入
れ
た
厳
選

さ
れ
た
５
種
類
の
い
り
こ
か
ら

だ
し
を
と
り
、
カ
レ
ー
を
入
れ

て
と
ろ
み
を
つ
け
た
つ
ゆ
で
、

ま
さ
に
絶
品
。　
　
　
　
　

　
「
カ
レ
ー
う
ど
ん
は
先
代

（
父
・
松
野
正
次
さ
ん
）
が
大

阪
で
修
行
し
て
き
た
秘
伝
の
味

で
す
よ
。
調
味
料
は
い
っ
さ
い

使
わ
な
い
の
が
自
慢
で
す
」
と
、

娘
の
貞
子
さ
ん
の
話
に
も
力
が

こ
も
る
。

　
「
昔
は
、
汽
車
通
学
の
学
生

さ
ん
は
汽
車
の
待
ち
時
間
に
合

わ
せ
て
よ
く
来
て
い
ま
し

た
ね
。
学
生
は
か
や
く
う

ど
ん
を
４
、５
杯
と
食
べ
て

い
ま
し
た
」。
そ
う
い
う
学

生
を
見
て
、
貞
子
さ
ん
は

う
ど
ん
の
具
を
増
や
し
た

り
、
卵
を
足
す
な
ど
の
学

生
サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
た

そ
う
で
あ
る
。

　

今
で
も
、
帰
省
時
に
は

必
ず
店
に
寄
る
人
も
多
く
、

貞
子
さ
ん
も
名
前
は
分
か

ら
な
い
が
顔
は
全
部
覚
え

て
い
る
そ
う
だ
。

　
「
利
益
は
考
え
ず

に
、
店
の
味
を
喜
ん

で
も
ら
え
る
こ
と
が
一

番
の
幸
せ
で
す
。
秘 

伝
の
味
を
守
り
、
観
光
ズ
レ
せ

ず
に
常
連
の
お
客
さ
ん
に
味
を

楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
す
よ
」
と
、

貞
子
さ
ん
。

　

こ
の
秘
伝
の
味
は
、
今
息
子

さ
ん
の
正
人
さ
ん
に
受
け
継
が

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
主
人
お
す
す
め
の

そ
ば
だ
が
、
だ
し
に
こ
だ
わ
り
、

厳
選
し
た
２・
３
種
類
の
地
元

の
醤
油
を
使
っ
て
だ
し
を
作

る
。

　

飽
き
の
こ
な
い
味
で
、
つ
い

お
代
わ
り
を
し
て
し
ま
い
そ
う

だ
。
カ
レ
ー
う
ど
ん
と
並
ん
で

こ
の
店
の
自
慢
で
も
あ
る
。

と
。

　
「
い
つ
ま
で
こ
の
店
を
開
く

こ
と
が
で
き
る
か
わ
か
ら
ん
ね

〜
。
何
せ
こ
の
年
だ
か
ら
ね
」

と
、
マ
サ
ヨ
さ
ん
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
で
、
店
を

開
け
て
い
て
ほ
し
い
と
思
う
。

　

旭
村
の
庁
舎
は
２

年
毎
に
引
っ
越
し
を

す
る
全
国
で
た
だ
一
つ

の「
さ
ま
よ
え
る
村
役

場
」
と
し
て
有
名
で

し
た
が
、
村
の
「
庁

舎
固
定
化
協
議
会
」

は
『
明
木
庁
舎
を
本

庁
と
し
、
佐
々
並
庁

舎
を
支
所
と
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
』
と

結
論
を
下
し
、
村
長

に
答
申
し
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
に
明
木

村
と
佐
々
並
村
が
合

併
し
た
時
か
ら
懸
案

と
な
っ
て
い
た
役
場

本
庁
の
場
所
が
よ
う

や
く
決
ま
っ
た
訳
で

す
。

　

新
し
い
村
が
発
足

し
た
当
時
、
役
場
を

ど
こ
に
置
く
か
決
め

ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
一
時
し

の
ぎ
の
措
置
と
し
て
佐
々
並
、

明
木
両
地
区
の
間
を
定
期
的
に

移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ

の
40
年
間
に
と
う
と
う
23
回
も

引
っ
越
し
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。

　
最
近
の
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
８
割
以
上
の
人
が
本
庁
の
固

定
化
を
希
望
と
回
答
し
て
お

り
、
庁
舎
固
定
協
議
会
の
答

申
で
は
『
明
木
地
区
の
人
口

（
１
２
５
０
人
）
が
佐
々
並
地

区
（
１
０
７
２
人
）
よ
り
多
い
、

国
、
県
の
出
先
機
関
の
あ
る
萩

市
に
近
い
』
な
ど
を
あ
げ
明
木

地
区
が
適
当
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
広
域
圏
の
名
物
が
一
つ

減
っ
た
」
と
い
う
野
次
馬
も
い

な
い
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

『
こ
れ
で
落
ち
着
い
て
村
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
る
』
と
地
元
の

人
た
ち
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

ー旭村役場を明木地区に固定ー 萩
広
域
圏
で
は
今
・
・
・

　
　
　

役
場
移
転
問
題
が
四
十
年
ぶ
り
に
落
着

　
山
口
県
立
萩
商
業
高
等
学
校

の
制
服
が
こ
の
春
の
新
入
生
か

ら
替
わ
る
。

　

制
服
の
変
更
に
つ
い
て
は
、

生
徒
か
ら
の
要
望
も
あ
り
平
成

４
年
か
ら
検
討
を
し
て
い
た

が
、
本
格
的
に
動
き
だ
し
た
の

は
平
成
６
年
11
月
か
ら
。
新
し

い
制
服
は
特
に
機
能
性
を
重
視

し
、
ま
た
飽
き
の
こ
な
い
デ
ザ

イ
ン
を
選
定
基
準
に
し
た
。
い

く
つ
か
の
候
補
が
あ
が
っ
た
時

点
で
、
教
員
と
生
徒
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
ど

ち
ら
に
も
人
気
が
高

か
っ
た
の
が
こ
の
制

服
。

　

昭
和
62
年
に
デ
ザ

イ
ン
に
若
干
の
変
化

が
あ
っ
た
も
の
の
、

昭
和
20
年
代
か
ら

続
い
た
男
子
の
詰
め

襟
学
生
服
と
女
子
の

セ
ー
ラ
ー
服
が
、
こ
の
春
か
ら

は
紺
地
に
変
形
格
子
縞
の
ス
ー

ツ
タ
イ
プ
の
も
の
に
な
る
。
ネ

ク
タ
イ
は
フ
ォ
ー
マ
ル
と
カ

ジ
ュ
ア
ル
の
２
種
類
を
用
意
。

夏
季
は
白
の
半
袖
シ
ャ
ツ
に
男

子
は
グ
レ
ー
に
細
い
格
子
縞
の

ズ
ボ
ン
、
女
子
は
同
素
材
の
プ

リ
ー
ツ
ス
カ
ー
ト
。
大
幅
な

イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン
ジ
が
図
ら
れ

た
。

　
今
後
２
年
間
新
旧
の
制
服
に

身
を
包
ん
だ
生
徒
が
ひ
と
つ
の

校
舎
で
学
ぶ
こ
と
に
な
る
。

今春から採用の制服

萩
商
高
の
制
服
が
一
新

（４）
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デ
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト

　
　
老
舗
の
喫
茶
店

　
　

喫
茶
・
和わ
こ
う光

　
　
　
　
萩
市
下
五
間
町

　
萩
市
下
五
間
町
の
喫
茶
店
・

和
光
は
昭
和
36
年
に
開
店
し
て

以
来
30
年
余
り
に
な
る
。
マ
ス

タ
ー
の
田
中
幸
雄
さ
ん
（
60
歳
）

と
２
人
の
娘
さ
ん
と
の
家
族
的

な
雰
囲
気
の
明
る
い
店
で
あ

る
。
開
店
当
初
、
店
内
は
木
材

（
ラ
ワ
ン
材
）
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
用
し
、
石
灯
ろ
う
が
置
か
れ

て
い
る
な
ど
純
和
風
の
喫
茶
店

で
あ
っ
た
。
現
在
は
、
改
装
さ

れ
て
白
の
欧
風
の
建
物
と
な
っ

て
い
る
。

　
「
開
店
当
時
、
喫
茶
店
は
神

戸
屋
や
高
大
な
ど
市
内
に
５
軒

で
し
た
よ
。
若
い
カ
ッ
プ
ル
が

デ
ー
ト
の
場
所
と
し
て
よ
く
利

用
し
、
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

そ
の
た
め
、
店
の
照
明
も
工
夫

し
て
暗
く
し
て
い
ま
し
た
。
こ

の
店
で
、
デ
ー
ト
を
重
ね
結
ば

れ
た
カ
ッ
プ
ル
も
あ
り
、
子

供
の
名
前
に
店
の
名
前
を
と
っ

て
和か
ず
み
つ光

と
付
け
た
人
も
い
ま
す

よ
」
と
マ
ス
タ
ー
。
そ
の
マ
ス

タ
ー
も
、
し
っ
か
り
自
分
の
子

供
に
和
光
と
名
づ
け
て
い
る
。

今
で
も
、
当
時
こ
の
店
に
通
っ

た
人
が
訪
れ
、
昔
話
を
マ
ス

タ
ー
と
交
わ
し
て
い
る
そ
う
で

あ
る
。

　
ジ
ュ
ー
ク
ボ
ッ
ク
ス
、
イ

ン
ベ
ー
ダ
ー
な
ど
テ
レ
ビ
ゲ
ー

ム
が
流
行
し
た
昭
和
40
年
代
後

半
か
ら
50
年
代
前
半
に
は
、
学

生
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
と
い

う
。

　
ま
た
、
喫
茶
店
の
メ
ニ
ュ
ー

も
昔
は
コ
ー
ヒ
ー
や
あ
ん
み
つ

の
ほ
か
カ
レ
ー
や
や
き
め
し
が

主
流
だ
っ
た
の
が
、
今
は
パ

フ
ェ
、
ド
リ
ア
や
ピ
ザ
が
よ
く

出
る
と
の
こ
と
。「
こ
の
商
売
、

汽
車
通
学
で
通
っ
た

　
あ
の
思
い
出
の
橋

　
　

常
盤
橋
・

　
　
　
玉
江
橋
・
萩
橋

　
汽
車
通
学
だ
っ
た
み
な
さ
ん

が
必
ず
通
っ
た
常
盤
橋
・
玉
江

橋
・
萩
橋
。も
ち
ろ
ん
今
で
も
通

学
路
・ 

通
勤
と
萩
の
主
要
道
路
を
結
ぶ

橋
で
あ
り
、
今
も
長
門
市
や
阿

武
町
方
面
か
ら
の
汽
車
通
学
の

生
徒
た
ち
が
通
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
橋
の
う
ち
、
常
盤

橋
は
昭
和
57
年
に
下
流
側
面
に

新
し
く
長
さ
３
２
８
メ
ー
ト
ル

の
自
動
車
専
用
の
橋
が
架
け
ら

れ
た
。
旧
橋
は
歩
行
者
・
自
転

車
専
用
道
と
な
っ
て
い
る
が
昭

和
28
年
に
架
け
ら
れ
た
ま
ま
の

姿
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
常
盤

橋
堀
内
側
に
は
常
盤
島
が
あ

り
、
橋
本
川
の
水
面
に
映
る
島

の
松
と
橋
の
シ
ル
エ
ッ
ト
は
今

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
。

　
今
度
萩
に
帰
っ
た
と
き
、
学

生
気
分
に
な
っ
て
歩
い
て
み
る

と
、
思
い
出
の
橋
か
ら
は
、
橋

本
川
・
松
本
川
の
川
面
に
新
し

い
ふ
る
さ
と
の
顔
が
映
っ
て
い

る
か
も
。

あ
の
感
動
の
シ
ー
ン

　
　
今
も
瞼
に
残
る

洋
画
専
門
の
映
画
館

　
　
　
ス
カ
イ
シ
ネ
マ

　
萩
の
文
化
振
興
の
拠
点
で
も

あ
っ
た
映
画
館
。
そ
の
中
で
、

ス
カ
イ
シ
ネ
マ
は
萩
市
西
田
町

に
位
置
し
洋
画
専
門
の
映
画
館

と
し
て
永
く
市
民
に
親
し
ま
れ

て
い
た
。

　
こ
こ
で
、
１
０
１
匹
わ
ん

ち
ゃ
ん
や
シ
ン
デ
レ
ラ
姫
な
ど

の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
映
画
、
名
作
を

観
た
人
や
彼
女
と
の
デ
ー
ト
ス

ポ
ッ
ト
に
利
用
し
た
人
も
い
た

の
で
は
。
し
か
し
、
近
年
の
ビ

デ
オ
の
普
及
や
興
行
な
ど
の
問

題
も
あ
り
残
念
な
が
ら
平
成
４

年
秋
に
閉
館
し
た
。
建
物
は
、

現
在
も
同
じ
所
に
あ
り
、
そ
の

ま
ま
と
な
っ
て
い
る
。
萩
か
ら

文
化
の
灯
り
を
消
す
ま
い
と
、

昨
年
秋
に
は
地
元
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
「
さ
く
ら
組
」
が
こ

の
建
物
で
公
演
し
た
。
ま
た
、

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ
世
界
映
画
芸
術
祭
の

舞
台
と
し
て
も
利
用
さ
れ
た
。

　
現
在
、
萩
市
内
に
は
吉
田

町
の
ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ
館
に
キ
ラ

ク
１・２
の
２
つ
の
映
画
館
が

残
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
収
支

面
で
採
算
が
合
わ
ず
存
続
が
む

ず
か
し
く
な
っ
て
い
る
。
か
つ

て
は
、
文
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
も
て
は
や
さ
れ
た
映
画
館
。

時
代
と
と
も
に
、
萩
の
み
な
ら

ず
そ
の
灯
が
地
方
か
ら
消
え
よ

う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
寂
し

い
限
り
で
あ
る
。

　
今
度
、
萩
に
帰
ら
れ
た
と
き

ゆ
っ
く
り
と
萩
の
ま
ち
を
散
策

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

い
ろ
ん
な
思
い
出
を
見
つ
け
ら

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
の
食
文
化
の
移
り
変
わ
り

も
分
か
り
ま
す
よ
」
と
笑
い
が

こ
ぼ
れ
る
。

　
市
内
の
中
心
部
に
位
置
し
、

田
町
商
店
街
の
人
や
常
連
客
が

毎
日
の
よ
う
に
訪
れ
る
老
舗
の

喫
茶
・
和
光
。
マ
ス
タ
ー
の
た

て
る
コ
ー
ヒ
ー
に
は
、
今
も
懐

か
し
い
香
り
が
あ
っ
た
。

今
も
変
わ
ら
ず
萩
の
ま
ち
に
残
る

　
　
　
　
　
あ
の
建
物
や
橋
な
ど

萩
の
近
代
文
化
の

　
　
　
象
徴
的
建
物

　
萩
の
駅
と
い
え
ば
、
東
萩
駅・

萩
駅
・
玉
江
駅
が
連
想
さ
れ
る
。

特
に
玉
江
・
東
萩
駅
は
、
通
学

の
利
便
性
か
ら
利
用
さ
れ
た
人

が
多
い
の
で
は
。

　
し
か
し
、
あ
ま
り
通
学
に
な

じ
み
の
な
か
っ
た
萩
駅
の
駅
舎

は
、
大
正
14
年
（
１
９
２
５
）

に
建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
屋
根

の
ド
ー
ム
は
取
り
除
か
れ
て
い

る
が
他
は
建
築
当
時
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
大
正
時

代
末
頃
の
建
築
様
式
を
今
に
伝

え
る
建
物
と
し
て
、
建
築
史
上

重
要
な
資
料
と
さ
れ
て
い
る
。

　
萩
駅
は
、
か
つ
て
は
萩
の
町

の
表
玄
関
で
、
市
内
の
他
の
駅

と
比
較
し
た
統
計
資
料
に
よ
る

と
、
遠
距
離
旅
行
の
利
用
者
が

他
よ
り
多
か
っ
た
こ
と
が
分
か

る
。
駅
舎
内
部
は
、
２
等
（
現

在
の
グ
リ
ー
ン
）
待
合
室
と
一

般
待
合
室
と
に
分
け
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
、
地
方
の
小
駅
で
は

あ
る
が
賓
客
の
利
用
が
多
か
っ

た
こ
と
が
分
か
り
、
当
時
の
萩

の
町
の
様
子
を
う
か
が
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
終
戦
直
後

に
は
進
駐
軍
が
降
り
立
っ
た
駅

で
も
あ
る
。

　
江
戸
時
代
の
建
物
が
多
く
存

在
す
る
萩
に
あ
っ
て
、
大
正
時

代
に
建
築
さ
れ
た
萩
駅
は
、
萩

の
近
代
文
化
を
象
徴
す
る
貴
重

な
建
物
の
一
つ
で
も
あ
る
と
い

　
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
萩
駅
舎

え
る
。

　
な
お
、
萩
駅
・
東
萩
駅
・
玉

江
駅
内
に
は
、
山
陰
本
線
全
線

開
通
60
周
年
（
１
９
３
３
年
開

通
）
を
記
念
し
て
日
本
の
鉄
道

の
父
・
井
上
勝
（
萩
出
身
、
萩

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
１
号
参
照
）
を

紹
介
し
た
パ
ネ
ル
が
展
示
し
て

あ
る
。

　
「
萩
」
と
聞
い
て
何
を
連
想

さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
白
壁
と
夏

み
か
ん
？
、
そ
れ
と
も
松
下
村

塾
？
。
私
が
萩
を
離
れ
て
い
た

こ
ろ
思
い
浮
か
べ
た
の
は
「
豊

か
な
自
然
」。
特
に
青
く
美
し

い
海
で
あ
る
。
海
と
言
え
ば
「
釣

り
」。実
際
に
萩
を
訪
れ
る
人
で
、

観
光
客
の
次
に
多
い
の
は
釣
り

客
で
あ
ろ
う
し
、
釣
り
好
き
は

市
民
に
も
大
勢
い
る
。

　

今
回
は
、
そ
ん
な
訳
で
萩
に

や
っ
と
で
き
た
シ
ョ
ッ
プ
を
紹

介
し
よ
う
。

　

最
近
、
全
国
的
に
脚
光
を
浴

び
、
萩
市
内
で
も
静
か
な
ブ
ー

ム
と
な
っ
て
い
る
の
が
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
。
専
門
店
「
Ｒ
」

が
、
そ
れ
。
昨
年
暮
れ
唐
樋
町
に

開
店
、
店
長
は
萩
出
身
の
土
田

徹
（
25
歳
）
さ
ん
。
土
田
さ
ん

は
若
い
が
道
具
に
関
す
る
知
識

は
も
ち
ろ
ん
、
萩
周
辺
の
釣
り

場
情
報
か
ら
魚
の
習
性
に
ま
で

精
通
、
か
な
り
の
キ
ャ
リ
ア
を

感
じ
さ
せ
る
頼
れ
る
釣
人
。
本

人
も
、
今
年
は
見
島
沖
で
ク
ロ

マ
グ
ロ
と
の
格
闘
に
挑
戦
す
る

と
言
う
。「
萩
は
釣
り
場
に
恵

ま
れ
、
海
岸
線
の
ほ
と
ん
ど
で

ス
ズ
キ
や
ヒ
ラ
メ
、
萩
沖
で
の

マ
ン
サ
ク
（
シ
イ
ラ
）
釣
り
な

ど
魅
力
い
っ
ぱ
い
。
特
に
マ
ン

サ
ク
の
ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
６

月
か
ら
９
月
で
、
初
心
者
で
も

十
分
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
で
す

よ
」
と
土
田
さ
ん
。

　

と
も
あ
れ
、
色
・
形
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
ル
ア
ー
が
並
ぶ
こ

の
シ
ョ
ッ
プ
、
一
度
足
を
運
ば

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

興
味
の
な
い
方
で
も
、
美
術
館

（
？
）
感
覚
で
の
見
学
は
い
か

が
！
。

「ルアーワールドへ、来てみんさい！」

今年の萩の海は、
熱いぜ！　かな？

◎
ル
ア
ー
シ
ョ
ッ
プ
Ｒ　

営
業

時
間
：
午
後
１
時
〜
８
時　

定

休
日
：
毎
週
木
曜
日　

萩
市
唐
樋
町
57
番
地

（
０
８
３
８・２
２・２
３
２
８
）

（５）

萩　駅　舎

常　盤　橋 玉　江　橋 萩　橋

私のお店
イン・萩

ミヨシノ 
　模　型 常盤橋 

スカイ 
シネマ 

市役所 

菊ヶ浜 

指月山 

玉江駅 

玉江橋 

萩駅 

萩橋 

東萩駅 

和光 

古川商店 

安兵衛 

橋 本 川

松
本
川



（６）

　
「
萩
パ
ソ
コ
ン
通
信
友
の
会
」

（
熊
谷
五
右
衛
門
会
長
）
は
会

員
３
１
８
人
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
萩
支

店
内
に
置
か
れ
た
ホ
ス
ト
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
「
萩
ネ
ッ
ト
」

掲
示
板
を
通
じ
て
毎
日
情
報
を

交
換
し
て
い
ま
す
。

　

掲
示
板
へ
の
書
き
込
み
で
は

「
こ
ん
な
こ
と
で
困
っ
て
い
ま

す
。
対
策
を
教
え
て
」
と
書
い

て
お
く
と
、
誰
か
が
「
そ
の
問

題
は
自
分
も
経
験
し
た
け
ど
、

こ
う
し
た
ら
解
決
し
た
よ
」
と

教
え
て
く
れ
る
、
と
い
っ
た
具

合
に
情
報
を
や
り
と
り
を
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
「
価
格
破
壊
と
地
域
社

会
」
と
か
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
書
き

込
み
も
あ
っ
て
掲
示
板
に
は
和

や
か
な
雰
囲
気
が
た
だ
よ
っ
て

い
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
ネ
ッ
ト
に
は
い
た

ず
ら
く
書
き
や
ハ
ッ
カ
ー
の
侵

入
な
ど
運
営
面
で
厄
介
な
問
題

が
あ
る
の
で
す
が
、「
萩
ネ
ッ

ト
」
で
ボ
ー
ド
の
監
視
や
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
な
ど
の
世
話
を
し
て

い
る
の
は
熊
谷
美
術
館
館
長
の

熊
谷
五
右
衛
門
さ
ん
で
す
。

　
ア
ク
セ
ス
す
る
の
は
市
外
の

人
の
方
が
圧
倒
的
に
多
く
、
関

東
や
関
西
、
遠
い
所
で
は
北
海

道
に
住
む
萩
出
身
の
方
も
よ
く

利
用
さ
れ
て
い
る
と
か
。
ま
た

『「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
会
員

の
方
が
ア
ク
セ
ス
さ
れ
る
の
は

大
歓
迎
で
す
。
ど
ん
ど
ん
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

何
か
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
掲
示
板
に
書
い
て
お
け

ば
、
誰
か
が
調
べ
て
ち
ゃ
ん
と

返
事
を

書
き
込
ん
で
く
れ
ま
す
よ
』
と

熊
谷
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

一
度
「
萩
ネ
ッ
ト
」
を
ゲ
ス

ト
と
し
て
の
ぞ
い
て
み
ら
れ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
手
順
は
ま
ず

０
８
３
８・
２
５・
７
４
５
５
に

電
話
す
る
と
「
萩
ネ
ッ
ト
」
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ID

番
号
の
代
わ
り
に

「G
U

EST

」
と
タ
イ
プ
す
る

と
次
の
よ
う
な
タ
イ
ト
ル
メ

ニ
ュ
ー
が
現
れ
ま
す
。

　

カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
は
、
最

近
ケ
ベ
ッ
ク
独
立
問
題
が
一
時

新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
ま
し
た

が
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
投
票
の
結

果
独
立
派
が
敗
れ
て
ひ
と
ま
ず

事
態
が
鎮
静
化
し
ま
し
た
。
私

が
ケ
ベ
ッ
ク
州
の
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル
市
に
い
た
１
９
７
８
〜

８
１
年
頃
に
も
主
権
連
合
を
唱

え
る
独
立
運
動
が
当
時
の
ケ

ベ
ッ
ク
州
首
相
レ
ベ
ッ
ク
氏

（
前
号
写
真
）
の
指
導
下
に
起

こ
り
、
や
は
り
レ
フ
レ
ン
ダ
ム

の
結
果
こ
れ
が
否
決
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
と

い
う
と
、
15
世
紀
末
に
コ
ロ
ン

ブ
ス
が
米
大
陸
を
発
見
し
て
以

来
英
仏
の
植
民
地
化
勢
力
が
カ

ナ
ダ
で
利
権
を
争
い
、
フ
ラ
ン

ス
側
が
敗
退
し
ま
し
た
が
、
英

国
側
の
措
置
に
よ
り
、
フ
ラ

ン
ス
側
が
根
拠
と
し
て
い
た
ケ

ベ
ッ
ク
州
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
言

語
文
化
等
を
温
存
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が

仇
と
な
っ
て
今
日
に
至
る
ま
で

ケ
ベ
ッ
ク
州
で
は
佛
系
独
立
派

が
不
安
の
種
と
な
っ
て
い
る
の

で
す
。　
　
　
　
　
　

　

反
面
カ
ナ
ダ
人
に
と
っ
て

は
、
隣
り
の
米
国
に
対
し
て
自

国
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主

張
す
る
た
め
に
は
、
英
仏
二
民

族
二
文
化
が
共
存
す
る
と
い
う

こ
と
が
一
つ
の
重
要
な
要
因
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。　
　
　

　
ソ
連
が
崩
壊
し
て
戦
後
50
年

続
い
た
冷
戦
は
終
息
し
ま
し

た
。
民
主
主
義
自
由
主
義
の
勝

利
を
西
側
諸
国
は
謳
歌
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
民
主
主
義
と

「W
ELCO

M
E TO

 

萩-N
ET

」

萩
ネ
ッ
ト
電
子
掲
示
板

○　
ふ
れ
あ
い
広
場

○　
情
報
広
場

○　
シ
ス
テ
ム
広
場

○　
入
会
案
内

○　

SIG

　
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
情
報

交
換
の
場
で
、
み
ん
な
が
気
ま

ま
に
読
み
書
き
す
る
掲
示
板
で

す
。
何
か
知
り
た
い
こ
と
が
あ

れ
ば
こ
こ
に
書
き
込
ん
で
お
け

ば
よ
い
の
で
す
。
き
っ
と
誰
か

が
答
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
「
情
報
広
場
」
で
は
観
光
案

内
、
市
の
行
事
予
定
、
釣
り
情

報
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
「SIG

」
の
ペ
ー
ジ
に
は
グ
ル

メ
ス
ポ
ッ
ト
、
居
酒
屋
案
内
、

仏
教
説
話
な
ど
、
特
定
の
テ
ー

マ
に
焦
点
を
絞
っ
た
情
報
が
あ

り
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
通
信
は
、
ふ
る
さ

と
を
、
も
っ
と
も
っ
と
身
近
に

し
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
是
非

一
度
お
試
し
下
さ
い
。

「
最
近
萩
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

か
な
」
と
か
「
萩
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
知
り
た
い
こ
と

が
あ
る
の
だ
が
」
と
思
っ
た
時
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
「
萩

ネ
ッ
ト
」
を
利
用
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ふるさと情報をパソコン通信で
「
萩
Ｎ
E
Ｔ
」
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す

国
際
社
会
に
生
き
る
た
め
に

　
　
　
　
　
元
在
チ
ュ
ニ
ジ
ア
特
命
全
権
大
使　

瀧
口　
吉
亮

完
全
復
元

幕
末
の
パ
ン
と

　
幕
末
の
ス
ー
プ

　
萩
市
郷
土
博
物
館
で
は
、
山 

口
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と

吉
賀
大
眉
記
念
館
の
協
力
を

得
て
、
幕
末
長
州
藩
の
科
学

者
中
嶋
治
平
（
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
第
４
号
で
紹
介
）
が
指
導
・

製
造
し
た
パ
ン
の
完
全
復
元

（
酵
母
を
使
う
）
と
ス
ー
プ
の

復
元
公
開
と
試
食
会
を
行
う
。

と　
き　
３
月
17
日
（
日
）
午

前
10
時
か
ら

と
こ
ろ　
萩
市
前
小
畑　
吉
賀

大
眉
記
念
館

内　
容　
パ
ン
の
成
形
と
萩
焼 

窯
を
使
っ
て
パ
ン
の
焼
成
、

幕
末
パ
ン
と
幕
末
ス
ー
プ
の

試
食

　

な
お
、
パ
ン
と
ス
ー
プ
の

試
食
は
先
着
１
０
０
名
の
み
。

問

い

合

わ

せ　

萩

市

郷

土

博

物

館

０
８
３
８・
２
５・
６
４
４
７
）

へ

言
っ
て
も
「
ア
メ
リ
カ
の
民
主

主
義
と
中
国
の
民
主
主
義
と
は

異
な
る
面
が
あ
る
」
と
中
国
の

あ
る
首
脳
が
い
み
じ
く
も
指
摘

し
た
通
り
、
一
国
の
や
り
方
を

他
の
国
に
強
制
す
る
こ
と
に
は

無
理
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ど
こ
の
国
の
人
間
も
基
本
的

に
は
同
じ
と
は
い
え
、
世
界

に
は
多
数
の
民
族
が
異
な
る
歴

史
、
伝
統
、
宗
教
、
文
化
、
風

俗
、
環
境
等
の
も
と
に
存
在
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
家
や

民
族
の
個
性
を
生
か
し
て
共
存

し
、
い
わ
ゆ
る
「
文
化
の
違
い
」

を
認
め
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
間

の
調
和
が
図
ら
れ
て
こ
そ
平
和

が
保
て
る
の
で
す
。
民
主
主
義

社
会
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
格
を

尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

の
と
同
様
に
国
家
間
に
お
い
て

も
お
互
い
の
国
の
人
格
を
尊
重

す
る
こ
と
が
肝
心
だ
と
思
い
ま

す
。

　
日
本
は
今
混
沌
た
る
世
の
中

に
行
方
を
見
失
っ
て
漂
う
小
舟

の
よ
う
な
も
の
で
す
。
50
年
前

ま
で
信
じ
て
い
た
こ
と
が
敗
戦

に
よ
り
覆
さ
れ
、
や
っ
と
再

建
し
た
日
本
経
済
は
バ
ブ
ル
の

破
裂
に
よ
っ
て
再
び
崩
壊
に
瀕

し
、
過
去
に
お
い
て
努
力
し
て

き
た
成
果
は
自
虐
的
な
一
部
の

人
達
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
、
外

圧
に
翻
弄
さ
れ
、
自
信
喪
失
の

極
に
達
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
人
生
す
べ
て
塞

翁
の
馬
」
と
い
う
よ
う
に
禍
転

じ
て
福
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
し
、
時
世
の
変
化
に
伴
っ
て

是
非
善
悪
の
基
準
が
異
な
っ
て

く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
物

の
考
え
方
に
は
循
の
両
面
が
あ

り
、
一
つ
の
解
釈
だ
け
が
絶
対

的
に
正
し
い
と
い
う
も
の
で
も

な
い
で
し
ょ
う
。
要
は
そ
の

時
々
に
正
し
い
と
思
う
こ
と
に

最
善
を
尽
く
す
こ
と
で
す
。
人

に
人
徳
が
必
要
な
よ
う
に
国
に

も
国
徳
を
持
つ
こ
と
が
国
際
社

会
に
生
き
て
い
く
上
で
の
要
諦

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

心の
　　風景

　

マ
ス
タ
ー
の
小
川
さ
ん
は
、

藩
政
末
期
萩
町
最
後
の
町
奉
行

を
勤
め
た
小
川
家
の
子
孫
。
そ
の

小
川
家
所
有
の
市
指
定
有
形
文

化
財
「
小
川
家
長
屋
門
」
の
中
に

こ
の
店
が
あ
る
。そ
う
い
う
訳
で
、

こ
こ
で
飲
む
コ
ー
ヒ
ー
は
「
長
屋

門
珈
琲
」
と
い
う
。

　
東
京
生
ま
れ
の
小
川
さ
ん
は

子
ど
も
の
頃
、
夏
休
み
に
な
る
と

萩
に
遊
び
に
来
て
い
た
。
そ
し

て
子
ど
も
心
に
も
、
萩
は
古
い

町
並
み
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
た
素
敵
な
所
だ
と
思
っ
て
い

た
と
い
う
。

　
コ
ー
ヒ
ー
と
の
関
わ
り
は
高

校
時
代
か
ら
。
そ
の
頃
、
コ
ー

ヒ
ー
の
専
門
店
ブ
ー
ム
が
お
こ

り
そ
の
波
に
乗
っ
た
。
豆
を
買

う
と
こ
ろ
か
ら
、
自
分
で
や
っ

て
み
た
く
な
っ
た
。
大
学
卒
業

後
に
友
人
と
喫
茶
店
を
開
く
な

ど
自
家
焙
煎
コ
ー
ヒ
ー
に
こ
だ

わ
り
続
け
、
コ
ー
ヒ
ー
屋
を

生
業
に
と
決
め
た
の
は
30
歳
の

頃
。
店
を
出
す
な
ら
、
あ
の

萩
に
。
外
観
に
手
を
加
え
な
け

れ
ば
、
中
の
建
物
を
改
造
す
る

こ
と
は
可
能
と
い
う
こ
と
で
市

の
許
可
も
得
ら
れ
た
。
店
名
は

コ
ー
ヒ
ー
の
名
産
地
で
あ
り
、

小
川
夫
妻
が
挙
式
し
た
思
い
出

の
地
グ
ア
テ
マ
ラ
の
地
名
の

ひ
と
つ
「
テ
ィ
カ
ル
」。
そ
し

て
、
平
成
３
年
９
月
開
店
。
以

来
、
マ
ス
タ
ー
の
優
し
い
（
そ

う
な
？
）
笑
顔
と
、
奥
さ
ん
の

明
る
い
笑
顔
と
一
緒
に
出
さ
れ

る
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
求
め

て
お
客
が
集
ま
っ
て
く
る
。「
何

気
な
く
見
え
る
け
れ
ど
、
同
じ

味
の
コ
ー
ヒ
ー
を
再
現
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
こ
の
仕
事
は

毎
日
が
実
戦
の
厳
し
い
仕
事
で

す
」
と
語
る
小
川
さ
ん
。
コ
ー

ヒ
ー
豆
は
基
本
的
に
は
１
種

類
。
そ
れ
が
産
地
そ
れ
ぞ
れ
の

風
土
、
店
で
の
焙
煎
の
度
合
い

に
よ
っ
て
微
妙
に
味
が
変
わ
っ

て
く
る
。
し
か
し
、
何
よ
り
も

人
の
手
が
ど
れ
だ
け
か
か
っ
て

い
る
か
が
コ
ー
ヒ
ー
の
味
を
決

め
る
の
だ
と
か
。
農
業
者
が
良

い
状
況
下
で
仕
事
が
で
き
て
い

る
か
を
知
る
た
め
に
、
南
米
、

ア
ジ
ア
な
ど
産
地
の
社
会
情
勢

に
つ
い
て
の
情
報
収
集
は
欠
か

せ
な
い
。

　
普
段
私
た
ち
は
磁
器
の
カ
ッ

プ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
は
欧
米
の
習
慣
、
借

り
物
の
世
界
だ
と
小
川
さ
ん
は

言
う
。
お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー

に
こ
だ
わ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
日
本
的
な
コ
ー
ヒ
ー
を

定
着
さ
せ
た
い
と
、
ひ
と
つ

の
試
み
と
し
て
お
客
の
若
い
陶

工
と
一
緒
に
「
萩
で
飲
む
コ
ー

ヒ
ー
の
器
」
作
り
に
い
ろ
い
ろ

苦
心
し
て
い
る
。
こ
の
コ
ー

ヒ
ー
カ
ッ
プ
は
今
年
開
店
し
た

東
京
の
友
達
の
店
で
も
使
わ
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
風
に
、
少

し
ず
つ
で
も
自
分
の
手
を
介

し
て
、
い
ろ
ん
な
人
に
萩
を

知
っ
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
と

い
う
。
次
に
や
っ
て
み
た
い

の
は
現
在
半
分
倉
庫
に
な
っ
て

い
る
長
屋
門
を
若
い
人
達
の
発

表
の
場
に
す
る
こ
と
。
子
ど

も
の
頃
に
抱
い
た
萩
へ
の
思
い

は
、
今
も
少
し
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。
現
在
42
歳
。「
70
、
80

歳
に
な
っ
て
も
カ
ウ
ン
タ
ー
に

立
て
る
と
い
い
で
す
ね
。」
と

穏
や
か
な
語
り
口
の
中
に
強

い
意
欲
を
感
じ
さ
せ
た
。　

（
０
８
３
８・２
６・２
９
３
３
）

　
こ
だ
わ
り
の
コ
ー
ヒ
ー
こ
こ
に
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
屋
門
珈
琲 

カ
フ
ェ
・
テ
ィ
カ
ル　
小
川
成
一
さ
ん

　昭和 33 年の白水小学校全景。奥に木造平屋建ての校舎が
見える。現在は校舎も鉄筋 2 階建てとなっている。手前は、
グランドで、グランドに沿って白水川が流れている。懐かし
い風景である。写真　「パソコン通信友の会」　熊谷会長



　

建
物
は
、
城
下
町
特
有
の
鍵

状
に
道
が
曲
が
る
鍵
曲
が
り
な

ど
の
要
素
や
、
外
壁
に
御
影

石
を
施
す
な
ど
城
下
町
萩
の
イ

メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。　
　
　
　
　

開
館
記
念
特
別
展

　

今
秋
開
館
に
あ
わ
せ
て
、
次

の
と
お
り
開
館
記
念
展
が
開
か

れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
「
館
蔵
名
品
展
」（
仮
称
）

と　

き　

平
成
８
年
10
月
14
日

〜
12
月
23
日

内　
容　

１
浮
世
絵
展
示
（
３
回
に
分
け

て
展
示
）　

浮
世
絵
の
創
成
期

か
ら
明
治
ま
で
の
通
史
的
展
示

２
東
洋
陶
磁
展
示　

中
国
陶

磁
、
朝
鮮
陶
磁
の
通
史
的
展
示

●
「
山
東
省
文
物
展
」（
仮
称
）

と　

き　

平
成
９
年
１
月
５
日

〜
３
月
下
旬　

内　

容　

東
洋
陶
磁
史
上
で
重

要
な
文
化
が
栄
え
た
山
東
省
で

新
た
に
発
掘
さ
れ
た
考
古
美
術
品

（
新
石
器
〜
漢
）
を
主
体
に
展
示

す
る
。

（７）

　

文
政
12
年
（
１
８
２
９
）
萩

藩
医
山
根
文
季
の
長
男
と
し
て

萩
の
香
川
津
で
生
ま
れ
、
藩
医

小
野
家
の
養
子
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
医
業
に
は
つ
か
ず
天

保
15
年
（
１
８
４
４
）
吉
田
松

陰
に
入
門
し
兵
学
を
学
び
、
安

政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
は
実

父
文
季
に
随
行
し
て
外
国
船
来

航
を
警
戒
す
る
相
模
浦
賀
警
備

に
つ
き
、
後
に
砲
術
家
と
し
て

松
陰
門
下
の
奇
才

　

小
野
為
八

1829 〜 1907 年

大
成
す
る
理
論
と
実
践
を
身
に

つ
け
た
。
安
政
５
年
日
米
修
好

通
商
条
約
が
朝
廷
の
勅
許
を
ま

た
ず
に
調
印
さ
れ
る
と
、
松
陰

は
幕
府
の
老
中
間
部
詮
勝
の
要

撃
を
計
画
し
、
そ
の
方
法
を
門

下
生
で
砲
術
家
の
為
八
に
相
談

し
た
。
為
八
は
「
松
下
村
塾

生
を
集
め
て
銃
隊
を
組
織
し
て

実
戦
的
な
訓
練
を
行
い
、
火
器

を
使
っ
て
攻
撃
す
る
の
が
良
策

だ
」
と
説
い
た
。
松
陰
は
為
八

の
建
策
に
大
い
に
賛
成
し
、
さ
っ

そ
く
松
本
橋
の
た
も
と
の
扇
之

芝
と
い
う
河
川
敷
で
、
地
雷

火
の
実
験
を
試
み
る
こ
と
に
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
松
陰
は
実
家

杉
家
に
幽
閉
の
身
、
勝
手
に
歩

い
て
外
出
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
他
人
が
背
負
っ

て
外
出
す
る
の
は
差
し
支
え
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
為

八
は
松
陰
を
背
負
っ
て
扇
之
芝

ま
で
行
き
、
こ
の
実
験
を
見
学

さ
せ
た
と
い
う
。
松
陰
は
大
喜

び
し
、
火
薬
を
密
造
さ
せ
た
と

い
う
が
、
こ
の
計
画
が
藩
政
府

に
発
覚
し
、
松
陰
は
再
び
野
山

獄
に
つ
な
が
れ
、
為
八
も
土
蔵

に
入
れ
ら
れ
た
。

　
為
八
の
砲
術
家
と
し
て
の
才

能
が
発
揮
さ
れ
る
の
は
、
文
久

３
年
（
１
８
６
３
）
長
州
藩
が

下
関
海
峡
で
米
・
仏
・
蘭
の
外

国
艦
船
を
攻
撃
し
た
攘
夷
戦
で

あ
っ
た
。
為
八
は
癸
亥
丸
に
乗

り
込
み
、
砲
戦
の
陣
頭
指
揮
を

と
っ
た
。
長
州
藩
の
他
の
二
艦

は
撃
沈
さ
れ
た
が
、
為
八
が
指

揮
す
る
癸
亥
丸
は
射
撃
精
度
が

高
く
、
米
艦
に
甚
大
な
損
害
を

与
え
た
。
同
年
奇
兵
隊
が
結
成

さ
れ
る
と
、
砲
術
の
教
師
と
し

て
兵
士
た
ち
を
指
導
し
た
。
下

関
の
奇
兵
隊
本
営
で
、
手
早
く

火
薬
を
調
製
し
、
高
杉
晋
作
ら

を
驚
嘆
さ
せ
た
と
い
う
。
そ
の

後
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）

の
四
境
戦
争
な
ど
に
も
、
砲
隊

を
率
い
て
活
躍
し
た
。

　

維
新
後
、
為
八
は
火
薬
調
製

と
い
う
化
学
の
知
識
を
生
か
し

て
写
真
師
に
転
身
し
た
。
中

嶋
治
平
や
山
本
伝
兵
衛
と
並

ん
で
、
長
州
写
真
の
先
駆
者

の
一
人
と
い
わ
れ
る
。
明
治
２

年
（
１
８
６
９
）
東
京
に
赴
い

た
際
に
、
横
浜
で
仏
人
ナ
ス
タ

と
清
水
東
谷
か
ら
当
時
最
先
端

の
湿
板
写
真
術
を
修
得
し
た
と

い
う
。
為
八
は
早
速
こ
れ
を
試

み
、
同
年
10
月
東
京
若
林
（
現

在
、
東
京
都
世
田
谷
区
）
の
松

陰
の
墓
に
詣
で
た
、広
沢
真
臣
・

前
原
一
誠
・
山
田
顕
義
ら
14
人

の
旧
萩
藩
士
の
集
合
写
真
を
撮

影
し
た
。
こ
の
写
真
は
、
現
在

萩
市
郷
土
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。
ほ
か
に
、
萩
ド
イ
ツ

寮
の
Ｒ
・
ヒ
レ
ル
と
そ
の
生
徒

た
ち
や
、
明
治
７
年
に
解
体
さ

れ
る
前
の
萩
城
天
守
閣
の
写
真

も
撮
影
し
た
。
萩
城
の
写
真
は
、

長
い
間
ヒ
レ
ル
が
撮
影
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、
実
は

ヒ
レ
ル
が
為
八
か
ら
も
ら
っ
て

ド
イ
ツ
に
持
ち
帰
っ
て
い
た
の

を
、
為
八
の
甥
山
根
正
次
（
萩

ド
イ
ツ
寮
出
身
）
が
ド
イ
ツ
に

滞
在
し
て
い
る
時
に
、
絵
葉
書

に
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
で
も

山
口
市
上
竪
小
路
の
八
坂
神
社

境
内
に
あ
る
洋
風
建
築
河
村
写

真
館
は
、
明
治
８
年
に
為
八
が

建
て
た
県
内
第
一
号
の
写
真
館

で
、
為
八
が
初
代
の
館
主
で

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

写
真
術
の
ほ
か
に
も
、
明
治
３

年
に
は
長
崎
で
バ
タ
ー
の
製
法

を
学
び
、
牧
牛
地
の
見
島
で
こ

れ
を
試
み
よ
う
と
、
見
島
へ
の

渡
航
を
願
い
出
て
い
る
。
為
八

は
、
幕
末
・
維
新
の
動
乱
期

に
持
て
る
技
術
を
存
分
に
駆
使

し
、
時
代
の
要
請
に
見
事
に
応

え
た
奇
才
で
あ
っ
た
。

〔
参
考
文
献
〕

河
野
通
毅
「
防
長
写
真
業
の
創

始
者
小
野
為
八
」（
１
９
７
１

年
）

山
口
県
教
育
会
「
吉
田
松
陰
全

集
」（
１
９
７
４
年
）

松
葉
一
清
「
や
ま
ぐ
ち
建
築

ノ
ー
ト
」（
１
９
７
９
年
）

田
中
助
一
「
写
真
集
明
治
大
正

昭
和
萩
」（
１
９
８
２
年
）

海
原
徹
「
松
下
村
塾
の
人
び
と
」

（
１
９
９
３
年
）

小
沢
健
志
「
幕
末
ー
写
真
の
時

代
」（
１
９
９
４
年
）

（
文
は
萩
市
郷
土
博
物
館
学
芸
員

　
樋
口
尚
樹
さ
ん
）

　

偉　
人　
伝

奇
兵
隊
に
砲
術
指
導
を
す
る

　

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦

上
記
念
館
が
い
よ
い
よ
完
成
す

る
。

　

こ
の
美
術
館
は
、
萩

市
出
身
で
美
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
会
社
社
長
・

 

美
術
品
収
集
家
の
浦
上
敏
朗
氏

（
東
京
在
住
）
が
山
口
県
に
寄
贈

し
た
浮
世
絵
や
陶
磁
器
な
ど
専

門
に
展
示
し
、
萩
地
域
の
文
化

振
興
の
核
と
な
る
も
の
で
、
山

口
県
が
平
安
古
市
民
球
場
西
隣

に
建
設
を
進
め
て
お
り
、
今
秋

10
月
14
日
に
開
館
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 私のお店

福岡市中央区舞鶴

　福岡市中央区舞鶴１ー４ー 31
　　　　　☎ 092・714・0773
　「夜に賑わう親不孝通りの近くにあり、
１本の映画を観に行くように、気軽に来
店していただければ」と、オーナーシェ
フの久保さん。開店以来値段据え置きの
シェフおすすめのコース（2600 円）が
人気で、圧倒的に若い女性が多い店です。
きのこのパイ包みスープ 600 円、カニ
ソーススパゲッティ 900 円など単品も
充実しています。一度味わってください。
みなさんのお越しを待っています。

久保　龍己さん
（萩高Ｓ 46 年卒）

マリーノ

長
浜
公
園

九州英
数学館

親
不
孝
通
り

派出所

萩
市
の
文
化
振
興
と
活
性
化
の
拠
点

山
口
県
立
萩
美
術
館
・

　
　
　
　
　
　
浦
上
記
念
館
が
完
成

　

松
陰
神
社
、
東
光
寺
の
観
光

地
へ
の
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
な
る

都
市
計
画
道
路
・
土
原
新
川
線

の
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

こ
の
道
路
は
、
萩
市
内
中
心

部
で
国
道
１
９
１
号
か
ら
分
岐

し
、
市
の
東
部
を
通
り
北
部
で

再
び
１
９
１
号
と
接
続
す
る
幹

線
道
路
と
な
る
も
の
。

　

現
在
工
事
は
、
土
原
か
ら
松

本
川
に
橋
を
架
け
、
山
陰
本
線

を
高
架
で
横
断
し
、
松
陰
神
社

前
ま
で
の
整
備
が
行
わ
れ
て
お

り
、
こ
の
４
月
に
は
完
成
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
完
成
後

は
、
市
内
の
交
通
緩
和
に
つ
な

が
る
も
の
と
な
る
。　
　
　
　

　
松
本
川
に
架
か
る
橋
は
松
陰

大
橋
と
命
名
さ
れ
、
萩
の
自
然

立
地
の
特
性
を
生
か
し
た
、「
山

並
み
、
三
角
州
」
を
イ
メ
ー
ジ

さ
せ
る
三
角
形
を
基
調
と
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
、
色
彩
も
白
壁
を
連

想
さ
せ
る
白
と
黒
の
組
み
合
わ

せ
を
基
調
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

親
柱
は
地
元
萩
に
こ
だ
わ
り
、

武
家
屋
敷
跡
の
土
塀
の
石
積
み

に
使
用
さ
れ
て
い
る
石
英
質
玄

武
岩
と
、
萩
ガ
ラ
ス
を
修
景
材

料
の
素
材
と
し
て
取
り
入
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。　
　
　
　

　

こ
の
ほ
か
、
騒
音
低
減
の
た

め
に
連
結
桁
を
使
用
し
、
ま
た

松
本
川
に
親
し
む
た
め
河
川
上

に
バ
ル
コ
ニ
ー
を
設
け
「
ゆ
と

り
空
間
」
が
創
出
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。
こ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
も

長
州
藩
の
伝
統
的
デ
ザ
イ
ン
の

「
隅
切
り
角
型
」
が
折
り
込
ま

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
橋

梁
部
と
高
架
部
を
合
わ
せ
た
長

さ
は
３
１
４
メ
ー
ト
ル
。

観光地のメインルート

松陰大橋が完成
都市計画道路・土原新川線

　
高
大
。
初
代
高
橋
大
次
郎
が
、

明
治
30
年
代
頃
に
始
め
た
料
亭

の
老
舗
で
、
姓
名
の
初
字
を

取
っ
て
名
付
け
た
。
ほ
か
に
レ

ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
も
あ
る
。

料
亭
の
あ
る
古
い
建
物
は
、
歴

史
を
刻
ん
だ
重
々
し
さ
を
感
じ

さ
せ
、
内
部
に
は
、
松
林
桂
月

や
田
中
義
一
の
書
画
な
ど
の
掛

け
軸
類
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
社

長
は
、
高
橋
千
子
（
せ
ん
こ
）。

昨
年
、
現
会
長
の
高
橋
千
代
子

（
ち
よ
こ
）
か
ら
引
き
継
い
だ

ば
か
り
。「
ほ
や
ほ
や
の
新
米

社
長
な
の
で
、
ま
だ
ま
だ
義は
は母

の
力
を
借
り
な
い
と
」
と
控
え

目
。

　

会
長
の
千
代
子
が
、
防
府

市
か
ら
嫁
し
て
来
た
昭
和
10
年

は
、
市
政
施
行（
昭
和
７
年
）や

山
陰
本
線
全
通（
昭
和
８
年
）を

記
念
し
て
「
萩
史
蹟
産
業
大
博

覧
会
」が
開
催
さ
れ
た
。会
場
と

な
っ
た
今
の
萩
第
一
中
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
パ
ビ
リ

オ
ン
が
設
置
さ
れ
、町
中
が
祝
賀

ム
ー
ド
に
沸
い
た
。

　
社
長
の
千
子
が
島
根
県
か
ら

千
代
子
の
長
男
健
介
（
昭
和
49

年
没
）
に
嫁
い
で
来
た
昭
和
38

年
も
山
口
国
体
で
賑
わ
い
、
萩

市
は
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
剣
道
が

主
会
場
に
な
り
昭
和
天
皇
も
お

見
え
に
な
っ
た
。
翌
年
長
女
深

生
（
み
ふ
ゆ
）、
４
年
後
に
は

次
女
千
都
（
ち
さ
と
）
が
生
れ
、

幸
せ
か
に
見
え
た
結
婚
生
活
を

突
然
の
夫
の
死
が
襲
う
。
が
、

そ
の
苦
難
を
乗
り
越
え
、
千
代

子
と
の
二
人
三
脚
で
料
亭
を
守

り
、
二
人
の
子
供
も
育
て
あ
げ

た
。
深
生
は
今
、
相
模
原
市
に

夫
と
子
供
と
暮
し
、
千
都
は
萩

高
卒
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
語

学
留
学
を
し
た
後
、
萩
で
千
子

を
助
け
る
。「
向
こ
う
で
ち
ゃ
っ

か
り
壻
探
し
を
し
て
帰
っ
て
く

る
ほ
ど
の
し
っ
か
り
も
の
な
ん

で
す
よ
」
と
千
都
の
こ
と
を

笑
い
な
が
ら
も
そ
う
し
た
活
動

的
な
千
都
に
期
待
す
る
（
注
：

お
壻
さ
ん
は
大
阪
か
ら
の
同
じ

留
学
生
で
、
現
地
の
人
で
は
な

い
）。「
何
も
分
か
ら
ず
嫁
い
で

来
た
け
ど
（
サ
ー
ビ
ス
業
を
す

る
か
ら
に
は
）『
来
ら
れ
た
人

に
は
安
ら
ぎ
を
、
去
り
ゆ
く
人

に
は
幸
せ
を
』
を
心
に
誓
っ
て

き
ま
し
た
」。
だ
が
、時
と
し
て
、

忙
し
さ
に
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て

し
ま
い
、
反
省
す
る
こ
と
も
多

い
。

　

玄
関
を
開
け
て

奥
の
大
広
間
へ
続

く
幅
の
広
い
畳
の

廊
下
の
途
中
に
田

中
義
一
の
書
「
不

招
来
（
招
か
ず
と

も
来
る
）」
が
掛
け

て
あ
る
。
わ
ざ
わ

ざ
招
か
な
く
て
も

来
る
よ
と
い
う
意

味
だ
そ
う
だ
。
千

子
の
一
番
の
気
に

入
り
と
い
う
。（
写
真
左
は
会

長
の
千
代
子
さ
ん
）

０
８
３
８・２
２・０
０
６
５

『
安
ら
ぎ
と
幸
せ
を
』
を
心
に
誓
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩

・

ひ

と

・

人

　有限会社

　高　大
高
たかはし

橋千
せ ん こ

子さんインタビュー
社長

　　　  イタリア料理

マリーノ

広沢真臣等旧萩藩士小野為八撮影

完成間近の浦上記念館



◆萩・椿まつり
　萩市越ヶ浜笠山の椿群生林は、日本でも最大級です。
深紅の花をつけた２万 5000 本のやぶ椿が訪れる人の目
を楽しませてくれます。
期　間　２月 24 日〜３月 24 日
ところ　萩市越ヶ浜・笠山椿群生林ほか
◆早春の風物詩・しろ魚まつり
と　き　３月 10 日（日）午前 11 時〜
ところ　萩市・ＪＲ山陰本線東萩駅前広場
◆萩の地酒と肴を楽しむ会
　出来立ての萩近郊の新酒と萩ならではの肴を楽しむも
のです。
と　き　３月 19 日（火）午後３時〜
ところ　萩市松本市・萩本陣
◆江戸に遊ぶ i ｎ萩
　松陰、龍馬、晋作、小五郎、町人、旅人など自分の好
きな人物になりきり萩の町を散策するものです。
と　き　３月 23 日（土）・24 日（日）
ところ　萩城城下町、松下村塾など市内各地
問い合わせ　俥宿（くるまやど）0838・26・6474
◆第６回萩焼まつり
　観光と焼物のまち・萩の
春の一大イベント萩焼まつ
り。土と生命の炎が織りな
す陶芸の祭典へおいでくだ
さい。
と　き　５月１日（水）〜
　　　　５日（日）
ところ　萩市民体育館
内　容　萩焼即売会、ろく
ろ体験、萩特産市など
◆「歩き・み・ふれる歴史の道」
　文化庁が主唱し、かつて萩と防府を結んでいた萩往還
道を史跡や文化財を訪ねながら歩くものです。
と　き　５月 12 日（日）
ところ　萩市〜旭村
申し込み・問い合わせ　萩市教育委員会（0838・25・
3131）

情 報 ア ラ カ ル ト
関 東 地 区

東 海 地 区

中 国 地 区

九 州 地 区

山 口 県 関 係

テ レ ビ

関 西 地 区

書 籍

萩 市 関 係

（８）

◆萩焼作家の個展
●萩風会三人展
　萩焼作家・金子信彦、兼田佳炎、納富晋の作品が展
示されます。
と　き　２月 22 日（木）〜３月５日（火）
ところ　東京・日本橋高島屋
●第 10 回萩焼・赤間硯伝統工芸新作展
　萩焼作家・岡田裕、兼田三左エ門、兼田佳炎、厚東
建信、坂高麗左衛門、玉村登陽、止原伸郎、納富晋、
野坂康起、波多野善蔵、松村拓夫、三輪休雪、三輪栄
造、山影陶道の作品が展示されます。
と　き　３月 12 日（火）〜 18 日（月）
ところ　横浜市・横浜そごう６Ｆ美術画廊
●守田唐七展
と　き　３月 22 日（金）〜 27 日（水）
ところ　東京渋谷区・黒田陶苑
●第 35 回日本現代工芸美術展
　萩焼作家・中村真一、田中克敏、田中秀男、松野龍
司、吉賀将夫の作品が展示されます。
と　き　３月 26 日（火）〜４月４日（木）
ところ　東京上野・東京都美術館
●三輪栄造茶陶展
と　き　４月 18 日（木）〜 23 日（火）
ところ　横浜市・高島屋
●三人展
　萩焼作家・兼田昌尚、三輪栄造の作品が展示されます。
と　き　４月 25 日（木）〜 30 日（火）
ところ　宇都宮市馬場通り・上野百貨店
◆山口コミュニケーションパーティ
　都内及び周辺に住む山口県出身者で来春卒業予定の
大学短大生を対象に、山口県への思いと U ターン就
職のためのパーティ。会費は無料。
と　き　４月 16 日（（火）午後３時〜
ところ　東京・中野区中野サンプラザ
◆第 46 回日本画 1996　新興美術院展覧会（新興展）
　萩出身の女性日本画家・内田青虹の日本画が出展さ
れます。
と　き　５月 22 日（水）〜 30 日（木）
ところ　東京上野・東京都美術館
　内田青虹　雑誌小説新潮の黒岩重吾の連載小説女
龍王の挿画、産経新聞の火曜日夕刊文化面で連載さ
れている宮都の風光の挿入画を担当。

◆萩焼作家の個展
●「ぬくもりと彩りのうつわ」展
　萩焼作家・樋口大桂の作品が出展されます。
と　き　３月 21 日（木）〜 26 日（火）
ところ　名古屋市中区・妙香園画廊４Ｆ・５Ｆ

◆萩焼作家の個展
●三輪栄造茶碗展
と　き　５月 30 日（木）〜６月４日（火）
ところ　大阪市・高島屋
◆第 46 回日本画 1996　新興美術院展覧会（新興展）
　萩出身の女性日本画家・内田青虹の日本画が出展さ
れます。
と　き　６月 26 日（水）〜７月３日（水）
ところ　京都市・京都市美術館

◆萩焼作家の個展
●岡田裕作陶展
と　き　３月 27 日（水）〜４月１日（月）
ところ　米子市・高島屋
●内田幹雄作陶展
と　き　４月 17 日（水）〜 22 日（月）
ところ　岡山市・天満屋
●二人展
　萩焼作家・小田光治の作品が展示されます。
と　き　５月 23 日（木）〜 28 日（火）
ところ　広島市中区・和楽堂

◆たちばな会北九州支部
　たちばな会北九州支部の総会を次のとおり開催します。
多くのみなさんの参加をお待ちしています。
と　き　３月 15 日（金）午後６時〜
ところ　北九州市小倉北区許旻町・このみ会館（住友金
　　　　属入り口）　

　白銀に包まれたふるさと
　　　 ー 13 年振りに大雪が襲来ー
　２月、全国的寒波に巻き込まれ萩市内も 14 年ぶりの
大雪に見舞われた。２日と 10 日の両日、相次ぐ大雪に
なったもので、市内は昭和 57 年１月のドカ雪以来の目
を見張る銀世界。松本川河川敷では積雪 20 センチ、長
靴がキュッキュッと音をたてくるぶしまでめりこんだ。
昨年、改修されたばかりの藍場川沿い湯川家住宅も綿帽
子をかぶったようにメルヘンの雰囲気。（＝写真）大雪
は思いがけない表情を見せてくれる。ちなみに萩市内の
積雪量は萩測候所が菊ケ浜近くの所内で測るもので、こ
れまでの測候所最高記録は 27 センチ、昭和 53 年２月
16 日のことだったそうである。

◆萩焼作家の個展
●第５回山口県日展会展
　萩焼作家・田中克敏、中村真一、松野龍司、吉賀将夫
の作品が展示されます。
と　き　２月 29 日（木）〜３月５日（火）
ところ　下関市・下関大丸７Ｆ

◆ＮＨＫ　ＢＳー２「クイズ歴史紀行」ー吉田松陰　
時代の先駆けー
　この番組は、視聴者と一緒にクイズを楽しみながら
歴史の謎を探る番組です。今回は、吉田松陰・時代の
先駆けと題して維新のまち萩を舞台にした歴史クイズ
が出題されます。
司　会　ジェフ・バーグランド、 高井真理子アナウンサー
放送日時　３月２日（土）23：15 〜 24：00
再 放 送 　３月３日（日）11：00 〜 11：45
◆ＮＨＫ大河ドラマに「毛利元就」が決定
　ＮＨＫは、来年の大河ドラマに戦国時代の中国地方
の武将「毛利元就」にすることを発表。永井路子さ
ん原作の「山霧」をもとに、連続テレビ小説「ひら
り」を手掛けた内館牧子さんが脚色。毛利元就は防長
両国など中国・四国、九州にまたがる領土を支配した
戦国大名。「三矢の訓」でも知られた人物です。関ヶ
原の戦いに敗れた後、周防・長門（山口県）の二国び
減らされました。元就の跡を継いだ孫の毛利輝元は、
1604 年に萩城を築城しました。ドラマでは山口県、
萩市との関わりがどの様に描かれるのか興味深いところ
です。

◆松菊木戸公傳（全２巻）復刻本　マツノ書店
　木戸孝允の 1833 年の誕生から 1877 年の死去ま
でを、逸話を含め編年的に記述されたものを復刻。定
価　36000 円（送料別）。　問い合わせ　山口県徳山
市　マツノ書店（0834・21・2195）
◆木戸孝允日記（全３巻）復刻本　マツノ書店
　木戸孝允が、1868 年から 1877 年まで１日も欠か
さず記入した日記を復刻。定価　24000 円（送料別）。
問い合わせ　山口県徳山市　マツノ書店（0834・
21・2195）
◆勤王藝者　復刻本　マツノ書店
　木戸ら長州藩の志士から新撰組の近藤勇らが本音で
登場する幕末の裏面史を復刻。定価　4000 円（送料
別）。問い合わせ　山口県徳山市　マツノ書店（0834・
21・2195）
◆「オペラ名作名演全集」松本矩典著　講談社プラス・
アルファ文庫
　萩出身で音楽コーディネーターの松本矩典さんが、
オペラの名作 171 曲をとりあげている。長年音楽コー
ディネーターとしてクラシック音楽にかかわってきた
松本さんが、各曲の見どころ聴きどころなどを紹介。
定価　1680 円。
◆脚注解説吉田松陰　松風会
　吉田松陰を研究している財団法人松風会（山口市）
分文を集めたもの。特に重要と思われる 165 編を選
んでいる。それぞれに解説と脚注がついている。
購入申し込み　山口市・（財）松風会 （0839・22・1218）
◆「日本列島花 maps 花の旅（ツバキ）」北陸館
　日本全国の主なツバキの名所をカラー写真を織りま
ぜて紹介。萩の笠山のツバキ群生林も吉松茂さんがく
わしく紹介している。定価 1800 円。
◆「旅」３月号　ＪＴＢ日本交通公社出版事業局
　全国の城下町を紹介しておりそのベストコースに弘
前・金沢・萩津和野を特集。萩の城下町とともに豊か
な自然も紹介されている。定価 650 円。

●三輪龍作展
と　き　６月５日（水）〜 10 日（月）
ところ　岡山市・天満屋
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